


②背景
③MIMとは（コンパクトに）

④なぜ軽量化狙えるのかの答えは中
（ダウンロード）
⑤フローチャート

ロボット、半導体、駆動部
品などでは、負荷を抑える
軽量化設計が求められて
います。



微細・薄肉形状を得意とし、医療機器や航空宇宙など高精度が求められる部品を含め幅広い産業分野で採用されています。

精密な製品



る

ます。



従来は切削加工品でしたが、MIM製法に切り替えることで量産性が向上しリードタイム改善となりました。
また、材料重量を90％以上削減することで、コストダウンも行っております。



※YESの数だけで判断せず、材質、重量、数量、公差、要求強度、金型構造を含めて判断します。





MIMに適した部品/慎重な検討が必要な部品

MIMに適しやすい部品 慎重な検討が必要な部品

・小型・複雑形状で、切削工程が多い部品

・SUS・チタンなど、難削材や高価材の部品

・内側の除肉、リブ、凹凸、曲面を持つ部品

・複数部品の一体化が検討できる部品

・継続的な中～大ロット量産品

・数個だけの少量生産で、金型費を回収しにくい部品

・単純形状で、切削・プレスの方が合理的な部品

・極端な厚肉、または大きな肉厚差がある部品

・重量が大きく、材料費や脱脂・焼結時間がかかる部品

・極めて厳しい公差を全面的に要求する部品



MIM選定時の注意点

キャステムのMIMの目安は数㎎～100gです。「100g」は絶対

的な上限ではなく、重量が大きい部品も製造できる場合はあ
りますが、材料費、脱脂・焼結時間、変形管理、治具などの
影響が増えるため、経済性を含めた個別評価が必要です。

※重量の上限について

一般的な金型で抜けない完全閉鎖中空形状や強いアンダー
カットは、そのままでは成形できない場合があります。
コア方式、分割、接合などを含めて個別に検討します。

※閉鎖中空・アンダーカットへの注意※



提案ポイント



キャステムのMIM対応材質一覧

SUS304L SUS316L 17-4PH

純Ti
※上記以外の材質もご相談くださ



基本仕様（公差・対応サイズ）
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